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黒田総裁記者会見要旨(３月２３日) 

――Ｇ２０テレビ会議終了後の麻生副総理兼財務大臣、黒田総裁 共同記者会見における総裁発言要旨 

２０２０年３月２４日 

日本銀行 

 

―― 於・東京 

２０２０年３月２３日（月） 

午後９時９分から約１０分間 

 

【冒頭発言】 

 Ｇ２０テレビ会議の模様については、今、麻生副総理が言われた通りです。私からは、先週の月曜

日に金融政策決定会合を前倒しして金融緩和の強化を図ったことについて、第一に、市場の流動性を

従来のやり方に加えて更に潤沢に供給していくこと、特に6中銀の間のドルのスワップラインを使っ

てドルの流動性も供給することにした点を説明しました。第二に、やはり企業金融の万全を期すこと

が重要ですので、特別な企業金融支援の仕組みを新しく作り、それに加えてＣＰや社債の買入れを更

に増やすこととしました。第三に、マーケットのリスク・プレミアムに働きかける観点から、ＥＴＦ

とＪ-ＲＥＩＴについて、従来の2倍のペースで積極的に買い入れることを通じて、企業金融がしっか

りと回り、更にはマーケットが十分機能し、そういうことを通じて企業や家計に安心感を与えるとい

うことを行っていることを申し上げました。 

 

【問】 

 市場において新型コロナウイルスの影響が拡大していく過程で、ベーシススワップ取引において米

ドルの調達のプレミアムがかなりはね上がりました。これに対して、今総裁がおっしゃったように、

ドルを供給するということで 6中銀が連携していますが、いずれこのキャッシュへの選好がもう少し

落ち着けばドルについての見方も落ち着いてくるというふうにお考えでしょうか。 

 

【答】 

 マーケットのことですからあまり予断を持って言うことはできないと思いますが、このバックアッ

プのシステムがある限り、ドルの流動性が十分に供給されるということですので、マーケットはいず

れ落ち着いてくれるとは思います。しかし、単に待っているというのではなく、こういったものを積

極的に活用してドルの流動性を確保することができます。日本の金融機関はかなり前広にドル資金の

手当てをしていますので、足許非常に大変だということではないですが、金融機関としても更に手厚

くドルの流動性を持っておきたいということで、ドルのオペにも参加したのだと思いますし、これは
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バックアップとして非常に重要だと思います。 

 

以 上 


